
      

 
 

滋賀銀行の行動規範 

 

 

１.信頼の確保と社会的責任の遂行 

  銀行の公共的、社会的使命を十分に認識し、ＣＳＲ（企業の社会的責任）を果たすこ

とにより、揺るぎない信頼の確保に努めます。 
 
２.質の高い金融サービスの提供 

  お客さまに提供する商品・サービスについて、常に創意と工夫をこらし、社会の発展

に貢献します。 
 
３.法令やルールの厳格な遵守 

  あらゆる法令やルールを厳格に遵守し、誠実かつ公正な企業活動を遂行します。 
 
４.社会とのコミュニケーションの充実 

  経営情報等の積極的かつ公正な開示により、顧客、株主、地域社会等とのコミュニケ

ーションを図り、透明な経営の確保に努めます。 
 
５.役職員の人権の尊重による働きがいのある職場づくり 

役職員の人権と個性を尊重し、各人の能力を最大限に発揮できる活力ある職場づくり

に努めます。 
 

６.環境経営の推進 

  省資源に努めるとともに、地域社会と連携して環境保全に貢献する「環境経営」を積

極的に展開します。 
 
７.社会貢献活動の充実 

  郷土を愛し、社会とともに歩む「良き企業市民」として、文化や福祉活動等の多面的

な社会貢献活動の充実に努めます。 
 
８.反社会的勢力の排除 

  健全な市民社会に脅威を与える反社会的勢力は断固排除します。 
 

＜コンプライアンスの取り組み＞ 

コンプライアンスの取り組み 
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内部統制システムの整備状況 

当行では、会社法および会社法施行規則に基づき、内部統制システム構築に関する基本

方針を取締役会において決議し、下表のとおり、業務の適正を確保する体制の整備に努め

ています。 

 

 

 

 

 

 



      

個人情報保護 

 当行は「個人情報の保護に関する法律」に基づき7項目からなる「個人情報保護方針」（別表

参照）を制定するとともに、「個人情報の取り扱いについて」を公表し、個人情報を利用する際

の「業務内容」、「利用目的」などを行内外に明らかにしています。 

業務統轄部内には、「情報管理室」を設置し、当行の情報セキュリティに関する体制の整備

や情報を適切に管理するための対策の立案、指導などを行っています。 

また、行内横断的な審議の場として「情報セキュリティ委員会」を設け、情報の漏洩防止、シ

ステムの安全管理など情報資産のセキュリティ向上に必要な施策などを検討しております。 

 


